
【取組内容①】 「個別最適な学びと協働的な学びの一体的な充実につながる汎用アプリの活用」

敦賀市立気比中学校（福井県）リーディングDXスクール事業 【実践事例】

様式B-1

初めに、物体の運動の様子を記録タイマーで記録し、教科書通りの
テープ処理をした。その際には、作業にとても時間がかかり、意図が
分からずに進めている生徒も見られた。そこで、スプレッドシートを
活用し、データ処理を行ったところ【資料①】、作業が短時間で終わ
り、その分、話し合いに十分な時間がとれた。
実験の結果から分かったことは、各生徒がグラフと共にスライドに

まとめた。スライドはMeetで提示しながら、グループと全体で発表し
た【資料②】。Meetを活用することで、資料を手元で見ながら発表を
聞くことができた。
学習の振り返りはフォームを活用して行った【資料③】。振り返り

の内容はスプレッドシートで自動で一覧になり、興味関心の高まりや
理解の深まりなど、個人の変容を捉えることができた。
《成果》・１人１台端末を活用することで、情報の共有、データの処

理、まとめが容易になった。
・小単元を通して、同じスプレッドシートを使い、Classroom
で配付することで、授業準備の手間も少なくなった。

《課題》・スライドにまとめる活動では、グループの形を作ったが、
個人の作業に集中し、互いに確認や相談をする姿が見られ
なかった。話し合いなのか、個人の活動なのかを明確にす
る必要があった。

【資料①】

【資料②】

【資料③】

東京書籍『新しい科学３』運動とエネルギー 第１章 物体の運動

《その後の取り組み》
①調べる活動、まとめる活動で確認や相談をさせると共に、交流の
時間を明確にして取り入れることで、話し合いが活発になった。

②まとめの発表の際、Meetによる提示を継続したことで、その後、
欠席した生徒もオンラインで資料を見ながら発表を聞くことがで
きるようになった。


